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―

大
杉
町（
下
大
杉
町
・
大
杉
中
町
）方
言
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
然
談
話
①―

　年
度
が
改
ま
り
ま
し
た
。
今
月
か
ら
本
連
載
は
19
年
目

に
入
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ず
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

　さ
て
、
連
載
19
年
目
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、
今
回
か

ら
は
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
小
松
市
内
の
何
地
点
か
で
の

自
然
談
話
や
場
面
設
定
の
会
話
の
文
字
化
資
料
を
取
り
上

げ
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　今
回
か
ら
取
り
上
げ
る
自
然
談
話
、
場
面
設
定
の
会
話

の
文
字
化
資
料
は
、
小
松
市
立
博
物
館
の
委
託
で
１
９
９

６
年
か
ら
２
０
０
０
年
に
か
け
て
実
施
し
た
小
松
市
内
全

域
で
の
方
言
調
査
で
得
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
一
部
は
、

す
で
に『
小
松
市
立
博
物
館
紀
要
』の
33
号
、
34
号
、
36
号

で
報
告
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
号
で
は
、『
小
松
市
立

博
物
館
紀
要
』33
号
に
掲
載
の
拙
稿「
石
川
県
小
松
市
大
杉

谷
川
流
域
の
方
言
」で
取
り
上
げ
た
大
杉
町
で
の
方
言
談
話

の
一
部
の
紹
介
か
ら
始
め
ま
す
。

　以
下
の
方
言
談
話
は
、
１
９
９
６
年
10
月
２
日
に
大
杉

町
の
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で
収
録
し
た
、
４
名
の
話
者（
Ａ

大
正
６
年
生
ま
れ
・
男
、Ｂ 

大
正
４
年
生
ま
れ
・
男
、Ｃ 

大

正
４
年
生
ま
れ
・
男
、Ｄ 

大
正
11
年
生
ま
れ
・
女
）に
よ
る

会
話
で
す
。
方
言
談
話
の
文
字
化
に
あ
た
っ
て
は
、
無
意

味
な
挿
入
句
な
ど
は
省
略
し
つ
つ
、
表
音
的
片
仮
名
表
記

（
文
節
分
か
ち
書
き
）で
示
し
、
適
宜（

　）内
に
共
通
語
訳

を
付
し
ま
す
。
な
お
、
小
松
の
高
年
層
方
言
で
は
、
語
中

の
ガ
行
音
は
原
則
鼻
濁
音
と
な
り
ま
す
が
、
本
稿
で
は
語

頭
の
破
裂
音
と
区
別
せ
ず
に
ガ
ギ
グ
ゲ
ゴ
と
表
記
し
ま
す
。

Ａ

　ダ
イ
タ
イ

　ト
シ
ヨ
リ
ヤ
サ
カ
イ（
年
寄
り
だ
か
ら
）

ミ
ミ
ァ

　ト
ー
イ
モ
ン
ジ
ャ
サ
カ
イ（
遠
い
も
の
だ
か

ら
）
　ジ
ブ
ン
ノ

　ユ
ー
コ
ト
バ
ッ
カ
デ（
言
う
こ
と
ば

か
り
で
）
　テ
レ
ビ
ト

　イ
ッ
シ
ョ
ヤ（
同
じ
だ
）。
ヨ
ソ

ノ

　ヒ
ト
ガ

　ナ
ニ

　シ
ツ
モ
ン
シ
タ
カ
ッ
テ（
質
問
し

て
も
）
　ソ
リ
ャ
。

Ｂ

　シ
ラ
ン
ネ（
知
ら
な
い
ね
）。

Ｃ

　イ
ロ
ン
ナ

　ハ
ナ
シ

　マ
ジ
ェ
コ
ジ
ャ（
ご
ち
ゃ
混
ぜ

に
）
　ユ
ー
サ
ケ
ナ（
言
う
か
ら
ね
）。

Ｂ

　ソ
レ
コ
ソ

　ワ
ガ（
自
分
が
）
　イ
ワ
ン
ナ
ン
コ
ト
ダ

ケ
ワ（
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
だ
け
は
）
　イ
ワ

ン
ナ
ン
ト（
言
わ
な
け
れ
ば
と
）
　オ
モ
テ（
思
っ
て
）
　

ユ
ー
ト
ン
ニ
ャ
ロ（
言
っ
て
い
る
ん
だ
ろ
う
）。

Ｃ

　キ
ョ
ー
シ
ツ
ミ
タ
イ
ナ

　ワ
ケ
ニ
ワ

　イ
カ
ン
ノ
ヤ

（
い
か
な
い
ん
だ
）。
ア
イ
テ
ト

　ト
ッ
ク
ミ
ア
ッ
テ
。

　今
回
は
紙
幅
の
関
係
で
こ
こ
ま
で
と
し
ま
す
。
小
松
方

言
の
特
徴
に
つ
い
て
の
解
説
は
、
来
月
の
こ
の
続
き
の
方

言
談
話
の
紹
介
の
後
に
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

方
言
談
話
資
料
に
見
る

　小松
方
言
の
特
徴

　その
1

「ワレ　ソクサイナカナー」
「オカゲサンデ。トコロデ　ワレ　アシタ　イエニ　オルコ」
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連
載

－◥◤
小
松
の
町
家
は
一
列
三
段
型
◢◣－

　平
成
29
年
度
の
発
刊
に
向
け
た
小
松
市
史
建
築
編
の
調

査
が
進
み
、
市
内
の
町
家
の
全
貌
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

　町
家
の
建
つ
旧
小
松
町
と
安
宅
町
を
中
心
に
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
旧
市
内
で
は
、
昭
和
５
年
と
７
年
に
起

き
た
大
火
の
た
め
に
家
屋
は
ほ
ぼ
全
焼
し
、
そ
れ
以
降
に
建

っ
た
家
が
殆
ど
で
す
。
唯
一
大
火
を
免
れ
た
家
が
梯
川
沿
い

の
大
川
町
に
２
軒
残
る
の
み
で
す
。
江
戸
期
末
か
ら
明
治
に

建
て
ら
れ
た
家
で
、
そ
の
間
取
り
を
見
る
と
、
ミ
セ
・
オ
エ
・

ブ
ツ
マ
・
オ
ク
ノ
マ
の
四
室
構
成
で
、
安
宅
町
の
町
家
に
も

共
通
し
ま
す
。
ち
な
み
に
安
宅
町
と
同
様
に
北
前
船
主
の
家

が
建
ち
並
ぶ
加
賀
市
の
橋
立
の
家
は
、
農
家
が
大
き
く
な
っ

た
田
の
字
型
構
造
で
す
。

　と
こ
ろ
が
旧
市
内
は
、
大
火
後
、
そ
の
教
訓
か
ら
道
路
幅

が
三
間
か
ら
五
〜
六
間
に
広
げ
ら
れ
、
そ
の
た
め
家
屋
は
セ

ッ
ト
バ
ッ
ク
し
て
部
屋
数
が
取
れ
な
く
な
り
、オ
ク
ノ
マ（
ザ

シ
キ
）が
ブ
ツ
マ
と
一
体
化
し
、
ミ
セ
・
オ
エ
・
オ
ク
ノ
マ

の
一
列
三
段
型
の
間
取
り
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
オ
エ
の
空
間
は
復
古
的
で
、
農
家
で
は
廃
れ
て
し

ま
っ
た
吹
き
抜
け
を
つ
く
り
、
梁
は
製
材
を
使
用
す
る
時
代

に
、
チ
ョ
ン
ナ
を
掛
け
た
立
派
な
太
い
梁
を
使
い
、
時
代
に

逆
行
す
る
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
か
え
っ
て
町
家
の
風
情
を

残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
古
き

建
造
物
の
保
存
に
は
普
段
の
生
活

と
の
葛
藤
が
あ
り
、
計
り
知
れ
な

い
努
力
が
あ
り
ま
す
。

教
育
庶
務
課
市
史
編
纂
担
当

　

☎
24
・
８
２
７
４

ぜ
ん
ぼ
う

ほ
と
ん

は
り

す
た

▲大火を免れた大川町の町家

賢い消費者になろう

消費せいかつ
VOL.
82

あんしん相談センター　☎24・8071
消費者ホットライン　　☎188

問い合わせ

SNSサイト内の広告を見て、1
回500円のお試しサプリメン

トをクレジット払いで注文したとこ
ろ、その後も定期的に商品が送られ
てくるようになった。発送を止めた
いが販売業者に連絡がとれない。

トラブル回避のポイント
◆商品を割安な価格で試せるからと
いって安易に注文せず、利用規約や
購入条件をよく確認しましょう。
◆通信販売を行う事業者には、事業
者の名称、住所、電話番号、返品条
件などの表示が義務付けられていま
す。注文する前に確認しましょう。
◆定期購入の際は、決まった期間内
での解約が必要でないかなど、商品
同梱の書面に必ず目を通しましょう。

事例

1
2

3
4

松
太
郎

　
最
終
回

　
絵

：

み
さ
き

と
り
あ
え
ず
メ
ー
ル
で

解
約
の
手
続
き
を
し
て
み
る
わ

あ
な
た

あ
り
が
と
う

い
い
っ
て
こ
と
よ

１
回
だ
け
試
す
つ
も
り
で
買
っ
た
の
に

勝
手
に
定
期
購
入
に
な
っ
て
た
み
た
い

電
話
を
し
て
も

つ
な
が
ら
な
い
の

松
美
が
失
敗
な
ん
て

珍
し
い

そ
れ
で

何
で

泣
い
て
る
の
？

「
美
肌
に
な
っ
た
ら

夫
も
喜
び
な
ぜ
か

出
世
し
た
」っ
て

口
コ
ミ
を
見
て

わ
ら
に
も
す
が
る
思
い
で

買
っ
た
ん
だ
っ
て

　情
け
な
い…

…

日
本
語
の
通
販
サ
イ
ト
で
も

実
際
は
海
外
の
会
社
と
契
約
し
て

い
る
場
合
も
あ
る
ら
し
い

会
社
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
に

解
約
方
法
が
書
か
れ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
ぞ

※

小
松
市
立
高
校
芸
術
コ
ー
ス
美
術
専
攻

※SNS：フェイスブックやツイッターなど、自己のプロフィールを
登録・公開してインターネット上で友人などと交流できるウェブサ
イトサービス

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

昨
年
度（
平
成
27
年
度
）の
支
給
対
象
者
で
65
歳
以
上
と
な
る
人
へ

  

申
請
方
法

　４
月
上
旬
に
、
対
象
と
思
わ
れ
る
人
の
世

帯
へ
申
請
書
な
ど
の
関
係
書
類
を
送
付
し

ま
す
。
必
要
書
類
を
郵
送
ま
た
は
受
付
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

  

申
請
期
間

　４
月
11
日（
月
）〜
７
月
11
日（
月
）※

当

日
消
印
有
効

  

受
付
窓
口

　ふ
れ
あ
い
福
祉
課
、
南
支
所
、
駅
前
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※

郵
送
で
の
申
請
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　給
付
金
の
支
給
の
た
め
に
、Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操

作
や
手
数
料
な
ど
の
振
り
込
み
を
求
め
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　市
職
員
な
ど
を
名
乗
る
者
か
ら
不
審
な

電
話
が
掛
か
っ
た
ら
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
課
ま

た
は
小
松
警
察
署（
☎
22
・
０
１
１
０
）ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
を
装
っ
た

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

申
請
じ
ゃ
！

確
認
じ
ゃ
！

問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
福
祉
課

　☎
24
・
８
１
７
６

　「一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現
に
向
け
、
平

成
29
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
年
金
生
活
者

支
援
給
付
金
の
前
倒
し
的
な
位
置
づ
け
と

し
て
、
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

  

対
象
者

　次
の
❶
❷
の
条
件
を
満
た
す
人

❶
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給

対
象
者（
平
成
27
年
度
の
市
民
税
均
等
割
が

非
課
税
で
、
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
税
法
上

の
扶
養
に
な
っ
て
い
な
い
人
）

❷
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
人

（
昭
和
27
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

人
）

  

支
給
額

　１
人
３
万
円

　

※

１
回
限
り

  
支
給
方
法

　審
査
後
、
６
月
以
降
に

指
定
さ
れ
た
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
。


